
中小・小規模企業経営安定化対策専門家派遣事業委託業務 
取組事例報告書 

 

事業者情報 

よみがな りばーおん なかがわきよひろ 
所在エリア 札幌市 事業者名 riBAR on 中川清広 

業 種 飲食業 従業員規模 3 

事業概要 
札幌市ススキノ中心部でカジュアル BARを営む。サラリーマン及び OL
をターゲットとし、飲み放題 3,000円の単一価格設定が好評である。 

活用施策 日本政策金融公庫融資、補助金
 

担当専門家 後藤英之 
 

事例タイトル 北海道産原料に拘ったスイーツ店と海産物販売事業 

取組の概要 

新規事業として、定山渓温泉地域にスイーツ事業（テイクアウト主体、イートイン有
り）と観光土産用海産物の販売事業を展開する。ターゲットは、札幌圏からの日帰り観光
客と道内および道外からの宿泊観光客で、本事業により、新市場及び新規顧客を獲得し、
ススキノ地域依存からの脱却を目指す。 

 
取組事例 

■取組の経緯・背景 
現在の BAR事業は、今後も事業は継続して行く方針である。しかしながら、仮に顧客が戻ってきたと

しても、生活スタイルの変化により、コロナ前の状態に戻ることは期待できず、ススキノの BAR事業も
不安定要素が多いことから、新規事業を行い、事業の再構築を目指すもの。また、新規事業について
は、同様にススキノ地域を営業領域として、売上の減少の影響を受けている、関連会社（店舗清掃業）
とともに進めることとなった。また、こうした背景の中で、補助金活用や融資、事業計画などについ
て、専門家のアドバイスを踏まえ、進めることとした。 
■取組内容（特徴・工夫・進捗など） 
 新規事業における同社の取り組みは以下の通りである。 
 
①スイーツ事業 
 
・北海道産食材に拘ったクレープ 
 使用する小麦粉は北海道産を使用、フルーツなどの原料も極力北海道産を使用する。既製品のカスタ
ードやホイップクリームも使用する店舗が多いが、当社ではパティシエとの連携により、カスタードと
ホイップクリームを自社で製造し、大人でも食べ飽きずに食べられるさっぱりとした甘さで提供する。 
・北海道産食材に拘ったアイス 
 ミルクは北海道産を使用する。また、フルーツは季節性も考慮に入れながら、極力北海道産を使用す
る。特に、メイン食材で非常に人気のあるイチゴは通年で北海道産を使用する。時期により、ハウス栽
培、露地栽培を使い分ける。他店との差別化を図るため、北海道ではまだ未発売である「ブレンダーア
イス」と「グラニータ」を主力商品として話題性を高める。 
 
②海産物販売 
 基本的に、ロスを少なくするため、冷凍品や乾物を中心に取り扱う。一部商品に関しては、店頭で販
売を行うが、特に、メイン商品の毛ガニに関しては、店頭で注文を受付、漁師から浜ゆでの毛ガニを急



速冷凍した上で、自宅へ直送してもらう。当社の価格戦略は、漁師からの直接調達のメリットを活か
し、百貨店並みの品質の商品を手ごろな価格（百貨店の半額以下）で提供することである。 
 
・北海道枝幸町産の毛ガニ 
 本事業のメイン商品として位置づける。サイズは、大手百貨店や有名土産店などで流通しているギフ
ト用の大型サイズ（500g以上）ではなく、中型～小型サイズ（300g-400g）のものを中心とし、自分用
のお土産品として販売する。中型～小型サイズは大型に比べて非常に安価に調達が可能である一方、味
や品質に変わりはなく、コストパフォーマンスに優れた商品である。 
・北海道枝幸町産の海産物 
 ホタテ、たこ、鮭、いくらなどの商品を産地直送で販売する。 
 
③宣伝・広告 
 大きな広告費はかけず、パブリシティと SNS、立地を活かした店舗看板広告を主体に行う。 
・オープン時に地域の情報番組において店舗紹介を行ってもらう。 
・観光系 YouTuberとのタイアップ企画により、店舗及び商品の露出を高める。 
・国道沿いとい立地を活かし、店舗に広告看板を設置、車からの視認性を高める。 
・定山渓温泉地域の各ホテル、定山渓観光協会との連携も進める。 
 
 以上について、関連会社にて「中小・小規模企業新事業展開・販売促進支援補助金」の申請を行い採
択された。2022年 11月のオープンに向けて準備を進めているところである。 
 
■今後に向けて 
 事業資金を潤沢に確保するため、札幌市補助金の申請と日本政策金融公庫融資の手続きを進める。本
事業による取組みにより、年間約 20,000千円の売上高を見込み、アルバイト等 2名の新規雇用が可能と
なる。 
 

写真・イラスト等 

 

 

 


